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チミケツプ湖のカラフトマリモ
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Lake Chimikeppu， which lies about 20 km south of Kitami in Hokkaido， is a freshwater 
lake， 22 m deep and covers 1.2 km2• An alga identified with CladoPhora sauteri f. kannoi 

has been reported in this lake based on the specimen collected on August， 1937. Since 
then no one could collect the alga in the Lake Chimikeppu. The author collected the alga 

at one point in the lake on 24 October， 1985. 

The morphological detai1s and distribution of the alga in the Lake Chimikeppu were 
investigated. 

Most plants of the alga grow on gravel or stones. Individual filaments are 0.5-1.5 cm 
long， branched densely. Many adventitious rhizoids descend from any portions of fronds， 
and some of them attach to coarse sand grains. Branches are alternate， sometimes op-
posite， composed of cylindrical or sometimes slightly c1avate cells. The diameter of the 

cells of branches of the alga is 40-100μm (mean value: 63μm) and the length of the cells 

is 100-800μm (mean value: 429μm). The ratio of length to diameter of the cells of 
branches is 2-14 (mean value: 6.9). Branchlets are composed of cylindrical cells. The 

diameter of the cells of branchlets of the alga is 39-70μm (mean value: 51.7μm) and 
length of the cells is 200-900μm. The ratio of length to diameter of the cells of branchlets 
is 4-18 (mean value: 9.3). 
The diameter of the apical cells of branchlets of the alga is 35日μm(mean value: 
46.3μm)， and the length of the apical cells of branchlets is 380-1570 pm (mean value: 

852.2 pm). The ratio of length to diameter of the apical cells of branchlets is very high， 
8.0-30.8 (mean value: 17.1). 

The present alga is identified with Cladophora sauteri (NEES) KUTZING f. kannoi (TOKlDA) 

SAKAl in many points and it differs chiefty from the other forms of CladoPhora sauteri in 
its longer cells especially in apical cells， reaching 30.8 times as long as diameter. 
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チミケップ湖は北見の津別町にあり，閥囲を針広混 ていない(徳井.1965)。また，徳井も採集すること

交林に閉まれ，比較的原生環境の保たれた湖である。 が出来なかったと述べている(徳井 1965)。近年，安

この湖にマリモ類が産することは1934年の菅野の論文 原・新崎 (1979)もこの湖にマリモ採集に行ったが見

で初めて報告され.その後， SAKAl (1964)によりカ つけることはできなかった。筆者も1981年に文献など

ラフトマリモ (Cladophorasauteri (Nl>ES) KUTZING からチミケップ糊で最もマリモが生育している可能性

f. kannoi (TOKlDA) SAKAl)として報告されている。 の高い北部一帯を調査したが採集できなかった。しか

しかし正式な採集記録としては SAKAl(1964)の論文 しながら.1985年10月にチミケップ湖に於て再び調査

中にみられる1937年の MATSUDAによるもの以降採 を行った結果，この湖からマリモ類を採集できたので

集されていなかった。この間， 1965年に山田と道・国 採集地点や形態の観察結果をここに報告する。

の文化財閥係者はマリモ調査を行っているが，発見し
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調査地と謁査方法

チミケップ均lは本i1Sにおけるヒメマス、のl京産i胡で，

i~1 の周聞は道有林として非常に良く保護されており ，

湖畔の一部に鹿'!鳥~:tと名づけられている宿泊所と

チミケップ湖は北海道*部.北見市の南方約 20km YMCAの佳物以外は北部にキャンプ場があるのみで

の津別町にある。 東経 143 度52分~54分， 北線43度38 ある。湖}I:j1Il1の森林は針葉樹としてトドマツーエゾマ

分~39分に位低し . 長前h2.3km. 最大幅 0 . 8 kmで北 アを主体とする主|広混交林で，広葉樹としてはシナノ

凶~南東へやや調11長い形をしている (Fig.1)。預杭は キ.エゾ fタヤ.ヤチダモ.カツラ.センノキ.;;1-ヒ

1. 2 km2で，湖岸線は 7.5km ある。故大深度(土 21.3 ョウ。ウヤマハンノキがある(*t4J協.1954)。

口1である (北海道生活環境部. 1984)。 この湖には無 マリモの採集は1985年10月24日に行った。採集方法

名のいくつかの小さな川が入 り込んでおり.流出河川 は.ゴムボート ヒで，係取網を用L、て行った。採取網

はチミケッフ')11である。チミケッ プ川はその後， 網走 はl直径21.5cmの金属1"，;で凶われた布製のもので.中

川に合流している。 ぅIcgjil:t.径約 10cmの金属メッシュになっている。メ ツ

可

fig. 1. Maps showing the locality of Lake 

ン/ュの自の大きさは 0.67mmである。

結 果

マリモの生育地点

従*.マリモが生育していたであろうとされる地点

は Fig.1のA地点の YMCAのロッジのあるキャソ

プ場周辺である (安原 ・新附.1979)。 ここは湖岸に

ヨシ (Phragmitescommunis)がよく繁茂しており，

水深も 2mliij後の所て、ある (Fig.2A)。湖岸に沿っ

てこの付近一帯を採集用網を用いて探したが.1981年

に引き続き今回も発見出来なかった。また，チミ ケッ

プ滞!の B 地区はr~1の中央部であるが。 ここ の水深は浅

くなっており .1. 1~1. 3 m しかな く 。 水深から言ーって

マリモ類が生育している可能性があるが.採集出来な

かった。

今回マリモ類を採集出来たのは Fig.1のC地点で

Chimikeppu ancl the collection site (arrow) of ある。 湖岸か ら 5~10 mの所に幅約 20m にわたって

Clado声horasauteri f. kannoi. 分;(jiしていた。ここの水深は 90cmであっ こ。10月24

fig. 2. A. The northern site of Lake Chimikeppu (site A in fig. 1); B. The coll巴ctionsite of 

Cladothom sauteri f. 1<OI1lloi (Site C in fig. 1). 
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日の7KilfilはrNI表面てー 1O.80Cであった。当日の気侃は

5
0
Cで天気は雨~みぞれであった。rNli芋の植生はヨ ジ

で (Fig.2B)，ここの湖水中には他の水草は見られな

かった。主|三脊i也の底質は岩や石で

マリモの形態

採集された Cladot!lOγ日 sauleγiは全て石に千1.~Yí. し

ていた。石は大きい物でも径 5cm斜で.1 mm以下

の砂に付託しているものもあった(Fig.3A， 3B)。阿

煤y，~1やシラノレトロ消11に見られる織ないわゆる石などに

千1.才7しない，浮遊状のものは見られなかった。Fig.3C

に示したように，ここの CL.sau.teriは糸状体の長さ

A 
' 

C 

、1

が 0.5-1.5cm で，付着部分は仮~1'i.からなっていた

(Fig. 3D)。 仮般はi点体のいろいろな部分から不規則

に/.1:¥ていた。糸状体はー列細胞て符;に校分かれしてい

た。分岐のしかたは瓦生 (Fig.3F)あるいは偏生(Fig.

3G)で法1mで寸土対生の場合もあった。校分かれの仕方

は糸状体によって災なっており， ;~Ij合に規則的に枝分

かれしているものと.非常に不規則になっているもの

とがあった。liij者では校と小校との成す1主1)度も鋭角で

阿梨抑lやシラノレトロ抑!のものと殆ど区別がつかなかっ

た。後おはいろいろな所から仮般を出して小さな石に

千I.;t，.している場合にみられ， 小枝と校との成す角度も

鋭角のも鈍1(1のもあった (Fig.3D)。

-問 。

Fig. 3. A. CLado戸horasauleri f. !wnlloi growing on a stone collected from the bottom of Lake 

Chimikeppu; B-C. Aggregation of filaments attaching to gra vel or sancJ; D. Lower portion o[日la-

ments (scale， 500μm); E. Cylindrical cells (scale， 100μm); F. Middle portion of filament; G. secund 
type branching of the alga. 
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糸状体を構成している細胞は基本的には円柱状であ

り (Fig.3E).基部に近い細胞ではやや槌棒状をして

いるものもあった。最末小枝の細胞の径は Fig.4Bに

示したように大部分が 40-70μmに集中して分布し

ていた巧計測した 101細胞の平均は 51.7μmであっ

た。最末小枝の細胞の長さは Fig.5Bに示した様に

200-900μmの範囲にあり，多くは 300-600μmに

分布していた。平均では 474.3μmであったp

最末小肢を除く校の細胞の径は. Fig.4A に示し

たように 40-100μmに分布しており，最末小枝に比

べると均一性に欠けていた。計測した92細胞の平均は
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Fig. 4. Distribution in diameter of filaments 
of the alga from Lake Chimikeppu: A. Cells of 
branches; B. Cells of branchlets. 

63.2 11mで.最末小枝よりもやや大きかった。校の細

胞の長さは Fig.5Aに示したように100-800μmに

分布しており.最末小枝と殆ど同じようなパターンで

あった。平均は 429.1μmであった。

細胞の長さと径との比は Fig.6に示したようなパ

ターンとなり.霞末小枝で. 4-18に分布しており.

平均では9.32であった。校の細胞の場合は2-14に分

布しており.平均で6.91であった。これらのことから

最末小枝の細胞の長さは枝の細胞と同じであるのに紺l

いために比の値が小さくなって.より細長い細胞とな

っていることがわかる。

ここのマリモ類で目立つのは最末小枝の先端細胞は

長いものが多いことである。 300-1600μmまでみら

れた。平均でも 852.3μmとなった。従って細胞の長

さと径との比も非常に大きく 8.0-30.8までみられ，

平均でも17.1であった。
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Fig. 5. Distribution in length of cells: A. 
Cells of branches; B. Cells of branchlets. 
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Fig. 6. Distribution in the ratio of length to 

diameter of cells: A. Cells of branches; B. Cells 

of branchlets. 

考察

チミケップ湖のマリモに関して.最初に記述したの

は菅野 (1934)で.その中で.彼はチミケップ湖のマ

リモは昭和2年千二:Jエトロフ島内保湖で係集された
Aegagropira sauteri var. Borgeana (BRAND) 

NORDSTEDTと|司じものとしているのこの報告の中で

はチミケップ湖のマリモについては不規則形の偏平集

団が多く稲に球状集団があると記しているのみで，糸

状体についての記載はなされていなL、。 -}j¥SAKAI

(1964)はチミケップ湖のマリモを Clado戸horasau. 

teri f. kannoi (TOKlDA) SAKAI (和名:カラフトマ

リモ)とし，内保湖産のものを CladoPhorasauterI 

f. kurilensis (NAGAI) SAKAI (和名:チシママリモ)

として区別している。 SAKAI(1964)はその報告の中

で，カラフトマリモと他の品種での大きな違いは細胞

の長さと径との比が大きいことをあげている。すなわ

ち， f. kannoiでは細胞の長さと径との比は(4-)7-20

(-26)であり，他のf.kurilensisと f.sauteriでは

(3一)6-12 (-17)であるとしている。 この点に関して.

今岡詳しく調べた所では， 1交や最末の小枝の細胞に闘

しては， チミケップ湖から採集されたものと，Cl. 

sauteri f. sauteriや Cl.sauteri f. kurilensisとで

は.ややチミケップ湖のものの方が大きい傾向がみら

れた桜度であった。しかしながら.小枝の先端細胞の

長さと径との比に関しては，その値が非常に大きく.

30.8，こも達した。この点に関して SAKAI(1964)はこ

の特徴をチミケッブ湖のものと他の品種を区別する l~(

としてあげており.筆者も今の所.この特徴で他の品

種と区別しておいた方が良いと思う。ただ，菅野

(1934)や SAKAI(1964)の記述に見られるような球

1惨ないしは不規則形の偏平集団は全く見られなかった。

このような僅かな違いが系統学的にどれほど怠味があ

るか疑問であるが.かといってこれらの品種を同じ物

とする (VANDEN HOEK， 1963)にはまだ調査が不充

分と思われる。従って現在の所，別品績として扱って

おくのが妥当ではなL、かと筆者は考えている。

段後にマリモの生育環境について若干考察してみた

い。マリモの生育環境に関しては水質が重要な要素と

考えられる。チミケップ。湖の水質を調べた例としては.

1982年北海道生活環境部の調査結果がある(北海道生

活環境部， 1984)。それによれば湖の中央部で表聞か

ら水深 5mまでの範囲で， pH; 7.8-7.9， DO; 7.6-

8.4 mg/l， COD; 3.0-3.5 mg/l， BOD; <0.5-0.6 

mg/l となっている。 また.全リンは 0.004-0.023

mg/l，全窒素は 0.147-0.221mg/lである。これを阿

寒湖のデータ(青井・中村， 1976)と比較してみると.

pHでは阿寒湖の方がやや高く (1973年7月7日のデ

ータで， 8.2-8.3)， DOでは 9.2-10.0mg/l， COD; 

3.3-5.2 mg/l， BOD; 0.5-1.1 mg/lと何れも大差は

なかった。全リンは比較するデータが無いが，全室素

は阿寒湖で 1.19-2.9mg/lと阿寒湖町?方が約10倍も

高い。 pHについてはマリモはアルカリを好むと言わ

れており (VANDEN HOEK， 1963)，このJえからは阿本

湖の方がアルカリでありマリモの生育;こ適しているの

ではなかろうか。窒素量は阿寒湖で非常に商く，マリ

モの現存蛍も阿寒湖の方がチミケップ湖よりはるかに

多いことから阿寒湖の窒素量の方がマ Hモの生育に適

しているようにみえるが.昨年 (1985)10月に筆者が

阿寒抑lで制ベた際にはアオコが儲かではあるが湖表面

に見られ，マリモ生育地の近くに魚の養殖場が在るこ

と.水質に関しての一般的な点から見ると窒素のこの
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ような値は決して水質のきれいなことを示しているも

のではなく逆に富栄養化を示していると見られること

などから，マリモにとって阿寒湖の方が窒素の条件が

整っているとは必ずしも言えないであろう。
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